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1. 業務概要 

1）業 務 名：青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1） 

2）業務位置：広島市安佐北区大字小河内ほか（図-1.1 及び図-1.2 参照） 

3）業務期間：令和 7年 6 月 10 日～令和 7年 8月 31 日 

4）業務概要：本業務は，安佐北区大字小河内ほかにおいて青少年野外活動センター・こども村の再

整備のための測量及び地質調査を行ったものである。当報告書は，このうち地質調査

成果をとりまとめたものである。 

5）業務内容及び数量：業務内容を表-1.1 に，孔別の数量詳細を表-1.2 に示す。 

6）発 注 者：広島市安佐北区役所 

7）受 注 者：株式会社セトウチ 広島支店 

    〒731-0102 広島市安佐北区川内三丁目 13 番 25 号 

Tel (082)962-8710，Fax (082)962-8711 

     管理技術者 ：清水 浩二（技術士：建設部門-土質及び基礎） 

      照査技術者 ：立野 慎二（RCCM：土質及び基礎） 

      担当技術者 ：藤原 泰介（地質調査技士：現場技術・管理部門） 

 

表-1.1 業務内容【地質調査業務】 

工   種 単位 当初 ①変更 ②実施 増減(①－②) 

【地質調査業務】      

機械ボーリング(オールコア)      

土質ボーリング（孔径φ86mm 砂・砂質土） m 1 0 0 0 

土質ボーリング（孔径φ66mm 粘性土・シル m 3 0.2 0.2 0 

土質ボーリング（孔径φ66mm 砂・砂質土） m 14 26.6 26.6 0 

土質ボーリング（孔径φ66mm 礫まじり土砂） m 12 0 0 0 

岩盤ボーリング（孔径φ66mm 軟岩） m 15 15.2 15.2 0 

  サンプリング      

シンウォールサンプリング 本 1 0 0 0 

サウンディング及び原位置試験      

標準貫入試験 粘性土・シルト 回 3 0 0 0 

標準貫入試験 砂・砂質土 回 15 24 24 0 

標準貫入試験 礫まじり土砂 回 12 0 0 0 

標準貫入試験 軟岩 回 15 18 18 0 

室内土質試験      

土粒子の密度試験 ３個/試料 試料 5 8 8 0 

土の含水比試験 3 個/試料 試料 5 8 8 0 

土の粒度試験 沈降分析(ﾌﾙｲ分け含む） 試料 5 3 3 0 

土の粒度試験 ﾌﾙｲ分析 試料 0 5 5 0 
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工   種 単位 当初 ①変更 ②実施 増減(①－②) 

土の液性限界試験 ４～６点/試料 試料 1 3 3 0 

土の塑性限界試験 ３個/試料 試料 1 3 3 0 

土の湿潤密度試験 A 法（ノギス法） 試料 1 0 0 0 

土の一軸圧縮試験 ２個/試料 試料 1 0 0 0 

土の圧密試験 １個/試料 試料 1 0 0 0 

解析等調査注1)      

資料整理とりまとめ  業務 1 1 1 0 

断面図等の作成  業務 1 1 1 0 

地盤情報データベース検定費 A 検定 式 1 1 1 0 

  運搬費（現場内小運搬）      

クレーン付トラック運搬 2t 積 2.9t 吊 日 2 4 4 0 

特装車運搬 L=100m 以下 t 1.9 0 0 0 

  準備費      

準備及び跡片付け 業務 1 1 1 0 

調査孔閉塞 箇所 3 3 3 0 

給水費(ポンプ運転) 箇所 3 0 0 0 

仮設費      

足場仮設 平坦地足場 高さ 0.3ｍ以下 箇所 3 0 0 0 

足場仮設 平坦地足場 高さ 0.3ｍ超 箇所 0 3 3 0 

【解析等調査業務費】注1)      

既存資料の収集・現地調査 業務 1 1 1 0 

資料整理とりまとめ 業務 1 1 1 0 

断面図等の作成 業務 1 1 1 0 

総合解析とりまとめ 業務 1 1 1 0 

打合せ協議      

打合せ等 業務 1 1 1 0 

注 1)：土質= 3 本→2本 / 岩盤 = 0 本→1本に変更 
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表-1.2 孔別実施数量一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位 Bor.No.1 Bor.No.2 Bor.No.3 合計

m - - 0.2 0.2

m 12.9 1.9 11.8 26.6

m - - - -

m 5.1 5.1 5.0 15.2

m 18.0 7.0 17.0 42.0

回 - - - -

回 12 1 11 24

回 - - - -

回 6 6 6 18

回 18 7 17 42

回 5 - 3 8

回 5 - 3 8

回 3 - 2 5

回 2 - 1 3

回 2 - 1 3

回 2 - 1 3

φ66mm
オール
コア

合計

室
内
土
質
試
験

土粒子の密度試験

土の含水比試験

土の粒度試験（ふるい分析）

土の粒度試験（ふるい+沈降分析）

土の液性限界試験

土の塑性限界試験

原
位
置
試
験

標準貫入
試験

粘土・シルト

砂・砂質土

礫混じり土砂

軟岩

合計

項   目

機
械
ボ
ー

リ
ン
グ

粘土・シルト

砂・砂質土

礫混じり土砂

軟岩



4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.1 調査地案内図 

（国土地理院 GSIMaps）  

業務対象地 

地質調査場所 
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図-1.2  調査位置平面図  S=1/500 

凡 例 

〇：ボーリング調査位置 

－：推定断地質断面図作成位置 
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2．調査方針及び調査方法 

2.1 調査方針 

(1)調査の流れ  

地質調査業務及び解析等調査業務は，以下の流れに従い実施した。 

 

 

着手時打合せ 調査目的の把握 

｜ 調査内容の確認 

↓  

調査計画・準備 現場踏査・資料収集・調査計画 

｜ 利害関係者との調整 

｜  

｜  〈照査〉 

↓  

現地作業 1. ボーリング位置設置 

｜ 2. 搬入・足場仮設 

｜ 3. 調査ボーリング 

｜ 4. 標準貫入試験 

｜ 5. 室内土質試験 

↓  

現地立会  検尺（総尺） 

｜ 〈照査〉 

↓  

解析等調査 資料取りまとめ 

｜ 断面図等の作成 

｜   

｜ 〈照査〉 

↓  

成果品作成  電子成果等 

｜  〈照査〉 

↓  

納品時打合せ  

 

図 2.1-1 地質調査・解析等調査フローチャート 

 

 

(2)効率的なボーリング地点の配置 

地質調査の対象である子供たちの広場には，施設が設けられる予定である。現段階で

はその規模・配置等は未定であり，広場全体の地盤状況を効率的に調査が必要であった。 

このため，ボーリング等地質調査にあたっては，現地踏査や地形・地質概要や造成・

利用等の地歴の調査を前もって行った。このうえで，広場全体に地質分布がより効率的

に把握できるようにボーリング位置 3 箇所を設定した。 

地歴調査等で谷地形の沢部における地盤の傾斜を把握するため，Bor.No.3 を沢上流側

に，また最も基盤が深くなる沢下流部に Bor.No.1 を配置した。 

一方，広場の南側は茶色破線で示したような出尾根を切土造成しており，軟弱層の分

布の薄い区域の代表点として Bor.No.2 地点を設定した。 
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(3)広場利用を考慮した保安管理・工程調整 

業期間中には学童等の広場利用があった。

逐次，管理者と広場利用の工程調整を   

行いながら，作業を進めた。またボーリング

作業周辺はフェンスで仮囲いを行い，安全確

保に努めた。 

 

 

 

 

(4)芝地の環境保全管理 

対象広場は，芝地である。ボーリング機械及び資材等の運搬にあたっては，キャタピ

ラの運搬車の使用は避けて，近傍までトラック運搬とし，極力，芝を傷めないよう配慮

した（写真-2）。 

また，通常のボーリングでは，近傍に地表部を掘削して循環泥水溜めを設けるが，当

現場では芝地保全のため，ボーリング機材足場嵩上げして対応した（写真-3）。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真-1 環境保全安全仮囲い 

泥水溜め 

写真-2 トラックによる機材搬入 写真-3 足場嵩上げ（0.3m 超） 
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2.1.1 ボーリング位置 

表 2.1-1 に実施したボーリング位置座標等を示す。 

 

表 2.1-1 ボーリング実施位置諸元 

ボーリング 

地点名 

孔口標高

(m) 

座 標 

北緯 東経 

Bor.No.1 412.83 34°34′39.30″ 132°25′57.25″ 

Bor.No.2 412.58 34°34′37.70″ 132°25′55.93″ 

Bor.No.3 413.23 34°34′38.15″ 132°25′58.02″ 

 

2.1.2 ボーリング掘止め基準 

1) ボーリング掘止め基本方針 

ボーリングの掘進長は，支持層となる岩盤を 5m 連続して確認することを目安とし，協

議の上，決定した。 

 

2) 各孔のボーリング掘止め状況 

表 2.1-2 に示すとおり。 

 

表 2.1-2 各孔の掘止め状況 

孔番号 掘進長 掘止め理由 

Bor.No.1 18.00m 
GL-12.85m 付近より N 値 60 以上の DM～CL 級岩盤を

連続して 5m 確認し，18m で掘止めとした。 

Bor.No.2 7.00m 
GL-1.90m 付近より N 値 60 以上の DM～CL 級岩盤を連

続して 5m 確認し，7m で掘止めとした。 

Bor.No.3 17.00m 
GL-12.00m 付近より N 値 60 以上の DM～CL 級岩盤を

連続して 5m 確認し，17m で掘止めとした。 
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2.2 調査方法 

 

2.2.1 機械ボーリング 

ボーリングは，調査地の地盤状況や地質構成の把握を目的に行い，併せて後述する標

準貫入試験を１m 毎に行った。 

 

使用機械：ロータリー式ボーリング機械 

調査位置：ボーリング位置は協議のうえ設定した。 

掘進方向：鉛直 

掘削孔径：φ66mm とした。 

試料採取：標準貫入試験区間をのぞき，オールコアボーリングとした。採取した

コア試料は調査件名・孔番号・深度等を記入した木製のコア箱に収納

し，写真撮影した。 

足場仮設：ボーリング機械設置のため，平坦地足場を仮設した。 

給水仮設：ボーリングに使用する削孔水は，現地トイレの蛇口から各ボーリング

地点までホースにて給水した。 

搬入方法：機械の搬入・運搬は，クレーン付きトラックにより運搬し，各ボーリ

ング地点まで搬入を行った。 

掘止深度：ボーリング掘進の掘止めは，既述のとおりとした。 

作業時測定：ボーリング作業中は，深度，地質分類，厚さ，Ｎ値，地下水位，湧

水，逸水等とともに，毎日作業前（朝）・作業後（夕）の地下水位を測

定し，作業日報として記録した。 

現状復旧：調査孔は土砂により閉塞した。 

現場写真：ボーリング調査に関わる現場写真は以下に示す状況写真を撮影し，整

理した。 

・調査前（ボーリング地点状況） 

・掘進状況 

・資材搬入状況(トラック運搬) 

・仮設状況 

・全景 
 

・  標準貫入試験状況 

・  検尺（ボーリング） 

・  調査孔閉塞状況 

・  調査後 

 

試料観察：コアボーリングで採取した試料は写真撮影後，分布する地質やその特

徴などの詳細な観察を行い，ボーリング柱状図に整理した。 
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図 2.2-1 機械ボーリング概要図 
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 2.2.2 標準貫入試験 

標準貫入試験（SPT）は，原位置における地盤の硬軟や，締まり具合の判定及び土層構

成を把握するための試料採取を目的として行った。 

SPT サンプラーの形状と寸法を図-2.2-2 に，試験の概要を図-2.2-3 に示した。 

試験は，JIS・A・1219 に準拠し，30cm 打込みに要する打撃回数および貫入量 10cm 毎

の打撃回数を記録する。ただし，30cm 貫入が困難な場合は 60 回の打撃を上限とし，そ

の総貫入量を記録した。試験は，原則として掘削１m 毎に１回実施した。 

採取した試料は，採取深度，Ｎ値等を記入したビニール袋に入れてコア箱に整理収納

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
                       図 2.2-2  SPT サンプラーの形状と寸法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2-3  標準貫入試験装置の概念図 
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2.2.3 室内土質試験 

室内土質試験は，標準貫入試験で採取した乱した試料で表 2.2-1 に示す土質試験を実

施した。 

なお，当初軟弱な粘性土が確認されれば，シンウォールサンプリングで乱れの少ない

試料を採取する予定であったが，均質な粘性土の採取はできなかった。このため，土の

一軸圧縮試験・圧密試験等は中止とした。 

 

表 2.2-1 室内土質試験の内容 

項 目 準拠基準 

土粒子の密度試験  JIS A1202  

土の含水比試験 JIS A1203 

土の粒度試験  JIS A1204 

土の液性限界試験  JIS A1205 

土の塑性限界試験  JIS A1205 

 
 
 

2.2.4 解析等調査 

 主に以下の事項について取りまとめた。 

(1)既存資料の収集・現地調査 

(2)資料整理とりまとめ 

  ・ボーリング試料の考察 

・ボーリング柱状図の作成 

(3)断面図等の作成 

(4)総合解析とりまとめ 

・地盤構成（地層及び土性の判定） 

・設計施工上の留意点等 
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３．地形・地質概要 

ここでは，地形・地質概要と併せて，広島市青少年野外活動センターのこども広場の

造成・利用等の変遷を整理した。 

3.1 地形概要 

調査地は広島市安佐北区役所から北西約 9.5km の「広島市青少年野外活動センター」

の敷地内に位置する。牛頭山山地と鷹野巣山地と呼ばれる中起伏山地～大起伏山地の境界

付近に位置し，調査地の南西には標高約 672m の牛頭山，北東には 300～500m の山々が連

なる。牛頭山山地の北部は花崗岩，南部は古生層からなり，北側の鷹野巣山地とは直線的

で明瞭な傾斜変換線によって境されており，地質条件が反映されたものと考えられる。 

 調査地は，山地谷筋・尾根を盛土・切土により平坦面化した敷地であり，現在は施設の

広場として利用されている。 

 図 3.1-3 に調査地周辺の活断層分布図を示す。調査地近辺には筒賀断層と呼ばれる北東

－南西に約 58km に伸びる活断層が分布している。 

図 3.1-1 調査地域の地形分類図 

（広島県：土地分類基本調査「加計」，1987.付図を加筆） 

調査地

牛頭山山地 

鷹野巣山地 

豊平山地 
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図 3.1-2 周辺地形状況 

 

図 3.1-3 調査地周辺の断層分布図 

（地震調査研究推進本部ホームページより引用加筆）  

調査地  

調査地  
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写真 3.1-1 調査地状況（Bor.No.1，3 方向） 

 

 

写真 3.1-2 調査地状況（Bor.No.2 方向） 

  



16 
 

3.2 地質概要 

調査範囲の基盤岩は，中世代白亜紀から第三紀初頭にかけて，広島県の南西部を中心に，

火山活動に伴い生成した黒雲母花崗岩を主体とする広島花崗岩類から構成されている。 

広島花崗岩類は，中国底盤の一部で高田流紋岩類（T2）の分布域下部の底盤上に広く分

布すると推定される。本岩類は，組成・組織の異なる種々の岩相から構成され，調査地域

には黒雲母花崗岩，角閃石黒雲母花崗岩（Gh）が広く分布する。 

花崗岩は，生成の際に他の岩体と接触することで，急冷され，細粒化する現象が起きる。

接触部で細粒花崗岩，やや離れたところで中粒花崗岩，かなり離れた低標高部にて，粗粒

花崗岩となり，降雨，浸透水に対する抵抗性は，粗粒化するほど弱く，流失，崩壊を発生

させ易くなる。また，多くの場合，著しい深層風化を示し，マサと称される強風化帯を形

成する。マサは，地下水や浸透水に対する抵抗性が弱く，崩壊・流出現象を起し，緩斜面

を形成している。 

本調査地は，広島花崗岩類（粗-中粒黒雲母花崗岩）を基盤地質とし，比較的緩やかな山

地を形成し，本山地丘陵地には花崗岩の風化岩を起源とする崖錐堆積物が堆積している。

その上位を広場の平坦面を構成する盛土が分布する。 

 

 

写真 3.2-1 調査地付近の風化花崗岩 
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図 3.2-1 調査地周辺の地質図 

（地質調査所：5万分の 1地質図幅「三津」，1998-1999.を加筆） 

 

 

 

  

 

新生代 第四紀 完新世 

沖積層 
 
礫・砂及び泥 

低位段丘堆積物 
 
礫・砂及び泥 

中生代 

後期白亜紀 

岩脈 
 
花崗斑岩及び文象斑岩 

広島花崗岩類  
黒雲母花崗岩及び角閃石黒雲母花崗岩 

 

角閃石黒雲母花崗閃緑岩及び 

黒雲母花崗閃緑岩 

高田流紋岩類及び

匹見層群  
流紋岩溶結凝灰岩 

吉舎安山岩類 
 
安山岩溶岩及び同火砕岩 

ジュラ紀 
玖珂層群及び 

その相当層  
礫質泥岩及び泥岩 

N 

調査位置 
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3.3 造成・利用等の地歴 

広島市青少年野外活動センター・こども村の施設の開設日等は，表 3.3-1 のとおりである。 

また，地質調査を実施した広場周辺の現況地形図（1/2,500）を図 3.3-1 に示した。 

 

表 3.3-1 施設の開設日等 

管理者 区分 設置者 開設日 

公益財団法人広

島市文化財団 

広島市青少年野外活動

センター 
公益財団法人広島市文化財団 昭和 46 年 10 月 16 日 

広島市こども村 広島市 昭和 55 年 6 月 18 日 

（広島市青少年野外活動センター・こども村ＨＰより抜粋編集。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-1 調査地（広場）周辺の現況地形図（1/2,500） 

（ひろしま地図ナビより抜粋） 

 

次頁以降に国土地理院 「地図・空中写真閲覧サービス」より抜粋・編集した 4年代の地形

図・空中写真を示した。 
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表 3.3-2 2.5 万地形図・空中写真でみる地形・施設の変化 

 西暦 和暦 記 事 

1) 1967 年 昭和 42 年 【開発前】S42 年には，周辺に工作物，地形改変はみられず，谷底

部は田んぼとなっている。広場付近は南西から北東方向に延びる

谷地形を呈している。 

2) 1978 年 昭和 53 年 S53 年には野外活動センターの建物等があり，その周辺で地形改変

が見られる。 

子供たちの広場は粗整備（？）され，南側の出尾根を切土造成さ

れている。 

3) 1984 年 昭和 59 年 S59 年には，広場の外周部を整備か？ステージが新設されている。

現在の研修センター（管理棟）が確認できる。 

4) 2000 年 平成 12 年 ほぼ現況に近い状況と思われる。S59 年と比べても大きな変化は見

られない。 
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1) 1967 年（昭和 42 年） 

地図種別 2.5 万地形図 測量年 1967（昭 42） 

図名 飯室 発行年月日 1969/09/30（昭 44） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 42 年には，周辺に工作

物，地形改変はみられず，

谷底部は田んぼとなってい

る。広場付近は南西から北

東方向に延びる谷地形を呈

している。 

 

国土地理院 「地図・空中写真閲覧サービス」より抜粋・編集。 

 

図 3.3-2(1)  1967 年（昭和 42 年）の地形図・空中写真  

1967/09/29（昭 42） 
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2) 1978 年（昭和 53 年） 
地図種別 2.5 万地形図 測量年 1978（昭 53） 

図名 飯室 発行年月日 1979/10/30（昭 54） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 53 年には野外活動セン

ターの建物があり，周辺に

地形改変が見られる。 

子供たちの広場は粗整備

（？）され，南側の出尾根

を切土造成されている。 

 

国土地理院 「地図・空中写真閲覧サービス」より抜粋・編集。 

 

図 3.3-2(2)  1978 年（昭和 53 年）の地形図・空中写真 

谷埋盛土 

1975/03/28（昭 50） 
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3) 1984 年（昭和 59 年） 
地図種別 2.5 万地形図 測量年 1984（昭 59） 

図名 飯室 発行年月日 1986/01/30（昭 61） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空中写真（国土地理院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 59 年には，広場の外周部

を整備か？ ステージが新設

されている。現在センター管

理棟が確認できる。 

国土地理院 「地図・空中写真閲覧サービス」より抜粋・編集。 

 

図 3.3-2(3)  1984 年（昭和 59 年）の地形図・空中写真 

  

1983/05/04（昭 58） 
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4) 2000 年（平成 12 年） 

地図種別 2.5 万地形図 測量年  2000（平 12） 

図名 飯室 発行年月日 2001/07/01（平 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 12 年，ほぼ現況に近

い状況と思われる。S59 年

と比べても大きな変化は

見られない。平成 20 年

（航空写真）も同様。 

 

国土地理院 「地図・空中写真閲覧サービス」より抜粋・編集。 

 

図 3.3-2(4)  2000 年（平成 12 年）の地形図・空中写真  

2008/05/21（平 20） 
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4.調査結果とりまとめ

4.1 地質構成

（１）ボーリング調査結果

ボーリング結果の詳細は，巻末に添付した「ボーリング柱状図」に示す。今回実施した 3 個

所のボーリング地点の総括表を表 4.1-2～表 4.1-4 に示す。 

（２）地質分布

ボーリング地点における地層は，下位より中生代白亜紀の花崗岩（wGr，Gr），崖錐堆積物

（dtcs，dts），盛土（B）が分布する。今回実施したボーリング地点に出現する地層をとりま

とめて，表 4.1-1 に地質層序表を，図 4.1-2 に各ボーリング地点の土質・岩質対比図を示し

た。また，図 4.1-3～図 4.1-5 に地質断面図を示す。 

Bor.No.1 

Bor.No.3 

Bor.No.2 

C1 

C2 

A1 B1 

A2 

B2 

図 4.1-1 地質断面線位置図 
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表 4.1-1 地質層序表 

地質時代 記号 地層名 記事 

新生代 

第四紀 
完新世 

B 盛土 （砂質土主体） 

dtcs 崖錐堆積物（旧表土含む） （砂質土主体） 

dts 崖錐堆積物 （砂質土主体） 

中生代白亜紀 
w-Gr 強風化花崗岩 DL 級，Ｎ値＜50 

Gr 風化花崗岩 DM～CL 級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bor.No.1 Bor.No.2 Bor.No.3 

B 

wＧr（DL） 

B 

dt-cs 

dt-cs 

dt-s 

dt-s 

wＧr(ＤＬ) 

Ｇr（DM） 

Ｇr（DM） 

Ｇr（DH-CL） 

Ｇr（DH-CL） 

図 4.1-2  土質・岩質対比図 
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表 4.1-2 調査ボーリング結果総括表（Bor.No.1） 

孔番号 Bor.No.1 調査位置 広島市安佐北区大字小河内 地内 孔口標高 H=412.83m 調査目的 再整備のための地盤状況の把握 

柱状図 コア写真 

 

 

 

 

【特記事項】 

 

 

 

 

B 

dt-s 

dt-cs 

Gr（DM 級） 

wGr（DL級） 

Gr（DH～CL 級） 
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表 4.1-3 調査ボーリング結果総括表（Bor.No.2） 

孔番号 Bor.No.2 調査位置 広島市安佐北区大字小河内 地内 孔口標高 H=412.58m 調査目的 再整備のための地盤状況の把握 

柱状図 コア写真 

 

 

 

 

【特記事項】 

 

 

 

 

  

B 

dt 

wGr（DL 級） 

Gr（DM 級） 

Gr（DH～CL 級） 
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表 4.1-4 調査ボーリング結果総括表（Bor.No.3） 

孔番号 Bor.No.3 調査位置 広島市安佐北区大字小河内 地内 孔口標高 H=413.23m 調査目的 再整備のための地盤状況の把握 

柱状図 コア写真 

 

 

 

 

【特記事項】 

 

 

 

  

B 

dt-s 

dt-cs 

Gr（DM 級） 

wGr（DL級） 

Gr（DH～CL 級） 
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図 4.1-3 地質断面図(A-A’断面) 
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図 4.1-4 地質断面図(B-B’断面) 
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図 4.1-5 地質断面図(C-C’断面) 
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4.2 標準貫入試験結果 

標準貫入試験は，土試料の採取や砂・砂礫の相対密度及び粘性土の相対稠度を判定することを

目的として実施した。標準貫入試験から求まるＮ値は，貫入量 10cm 毎の打撃回数とともに「ボ

ーリング柱状図」に記載した。 

表 4.2-1 に地点別のＮ値の一覧表を，表 4.2-2 に地層別の平均Ｎ値を示す。 

 

表 4.2-2 地層別の平均Ｎ値一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

wGr

DL級 DM級 DH-CL級
5 4 7 12 90.0 1800
4 1 9 18 90.0 ∞
3 10 25 69.0 ∞
0 5 11 78.0 ∞
0 12 （∞） ∞
2 10 69.0 600
0 16 64.0 900

36 67.0 ∞
15 75.0
32 86.0
32

平均N値 2.0 2.5 7.8 19.9 76.4 －

実測N値

B地層名 dt-cｓ dt-s
Gr
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表 4.2-1 地点別のＮ値一覧表 

  

０～10 10～20 20～30

B 1.25～1.55 2 2 1 5 5
B 2.15～2.48 1 1 2 4/33 4
B 3.15～3.47 1 1/12 1 3/32 3
B 4.00～4.52 0/52 - - 0/52 0
B 5.00～5.48 0/48 - - 0/48 0

dt-ｃs 6.15～6.47 1 1/13 2/9 4/32 4
dt-s 7.15～7.45 2 2 3 7 7
dt-s 8.15～8.45 3 3 3 9 9
dt-s 9.15～9.45 4 3 3 10 10
wGr 10.15～10.45 3 4 5 12 12 DL級
wGr 11.15～11.45 6 6 6 18 18 DL級
wGr 12.15～12.45 8 7 10 25 25 DL級
Gr 13.15～13.35 29 31 - 60/20 90 DM級
Gr 14.15～14.35 25 31 4/0 60/20 90 DM級
Gr 15.15～15.41 15 25 20/6 60/26 69 DM級
Gr 16.00～16.01 60/1 - - 60/1 1800 DH～CL級
Gr 17.00～17.00 60/0 - - 60/0 ∞ DH～CL級
Gr 18.00～18.00 60/0 - - 60/0 ∞ DH～CL級
wGr 1.15～1.45 4 2 5 11 11 DL級
Gr 2.15～2.38 11 31 18/3 60/23 78 DM級
Gr 3.00～3.00 60/0 - - 60/0 ∞ CL級
Gr 4.15～4.41 11 17 32/6 60/26 69 DM級
Gr 5.00～5.00 60/0 - - 60/0 ∞ DH～CL級
Gr 6.00～6.00 60/0 - - 60/0 ∞ DH～CL級
Gr 7.00～7.03 60/3 - - 60/3 600 DH～CL級
B 1.15～1.48 1/18 1/15 - 2/33 2
B 2.00～2.67 0/67 - - 0/67 0

dt-ｃs 3.00～3.50 0/29 1/21 - 1/50 1
dt-s 4.15～4.47 1/13 2/12 2/7 5/32 5
wGr 5.15～5.45 4 4 4 12 12 DL級
wGr 6.15～6.45 3 3 4 10 10 DL級
wGr 7.15～7.45 4 5 7 16 16 DL級
wGr 8.15～8.45 9 5 22 36 36 DL級
wGr 9.15～9.45 3 5 7 15 15 DL級
wGr 10.15～10.45 9 8 15 32 32 DL級
wGr 11.15～11.45 7 11 14 32 32 DL級
Gr 12.15～12.43 16 21 23/8 60/28 64 DM級
Gr 13.15～13.42 18 20 22/7 60/27 67 DM級
Gr 14.00～14.24 17 26 17/4 60/24 75 DM級
Gr 15.15～15.36 19 33 8/1 30/21 86 DM級
Gr 16.00～16.02 60/2 - - 60/2 900 DH～CL級
Gr 17.00～17.00 60/0 - - 60/0 ∞ DH～CL級

換算N値：30cm貫入に換算したN値

10cmごとの打撃回数
換算N値 備考ボーリング

番号
地層名 試験深さ

（GL-m）
Bor.No.1

Bor.No.2

実測Ñ値

Bor.No.3



34 
 

Ｎ値と砂の相対密度（締まり程度）や粘性土の相対稠度（硬さ）は，一般に表 4.2-3 及び表

4.2-4 に示すＮ値によって判定されている。 

 

表 4.2-3 砂の相対密度，内部摩擦角とＮ値との関係 

(Terzaghi and Peck，Meyehof) 

Ｎ値 相対密度 

Dr=(emax-e)/(emax-emin) 

内部摩擦角 φ(度) 

ﾍﾟｯｸによる ﾏｲﾔｰﾎﾌによる 

0～ 4 非常に緩い 0.0～0.2    28.5 以下     30 以下 

4～10 緩い 0.2～0.4    28.5～30     30～35 

10～30 中位の 0.4～0.6     30～36     35～40 

30～50 密な 0.6～0.8     36～41     40～45 

50 以上 非常に密な 0.8～1.0     41 以上     45 以上 

 
 

表 4.2-4 相対稠度，Ｎ値及び一軸圧縮強さの関係（一般値） 

(Terzaghi and Peck) 

コンシステンシー 非常に軟らかい 軟らかい 中 位 硬  い 非常に硬い 固結した 

Ｎ値 2 以下 2 ～ 4 4 ～ 8 8 ～ 15 15 ～ 30 30 以上 

  qu(kN/m2) 

     ｛kgf/cm2} 

   25 以下 

   {0.25以下} 

  25 ～ 50 

{0.25～0.50} 

 50 ～ 100 

{0.5 ～1.0} 

 100 ～ 200 

 {1.0 ～ 2.0} 

 200 ～ 400 

{2.0 ～ 4.0} 

 400 以上 

   {4.0 以上} 
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4.3 地下水位について 

地下水は，原則として無水掘りによる水位の把握に努めた。岩盤等の出現により無水掘りに

よる確認が困難な場合には，送水掘削に切り替えて，翌朝の作業前に孔内水位を測定した。各

地点の結果を表 4.3-1～4.3-3 に示す。 

 

表 4.3-1 孔内水位観測結果一覧表（Bor.No.1） 

 

 

 

図 4.3-1 水位変動図（Bor.No.1） 

 

Bor.No.1地点では，7月4日の無水掘削を行った作業後には孔内水位は確認されなかったが，

翌朝確認時に GL-2.18m 付近で孔内水位を観測した。その後の翌朝水位は GL-5.08m～-5.76m の

盛土と地山の境界付近で観測された。 

後述する液状化判定では，安全側への配慮から高めの水位である GL-2.18m を地下水位と想定

する。 

  

掘進長
ケーシング
深度

(m) GL-(m) H=(m) (m)

7月4日 作業後 2.00 － － 2.00 水位なし

作業前 2.00 2.18 410.65 2.00

作業後 12.00 0.32 412.51 12.00

作業前 12.00 5.08 407.75 12.00

作業後 18.00 3.92 408.91 15.00

7月9日 作業前 18.00 5.76 407.07 15.00

備考地点
標高
(m)

月日 測定時期
孔内水位

Bor.
No.1

7月7日

412.83

7月8日

0

5

10

15

20

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

作業後 作業前 作業後 作業前 作業後 作業前

7月4日 7月7日 7月8日 7月9日

深
度
(m
)

掘進長

ケーシング深度

孔内水位
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表 4.3-2 孔内水位観測結果一覧表（Bor.No.2） 

 
 

 

 

図 4.3-2 水位変動図（Bor.No.2） 

 

Bor.No.2 地点では，送水掘削により GL-5.7m まで掘進した翌朝水位は，GL-3.78m で観測され

た。GL-0.7m より強風化花崗岩が出現しているため，Bor.No.2 地点の水位は岩盤内に分布する。 

 

  

掘進長
ケーシング
深度

(m) GL-(m) H=(m) (m)

7月10日 作業後 5.70 1.33 411.25 2.00

作業前 5.70 3.78 408.80 2.00

作業後 7.00 1.65 410.93 2.00

地点
標高
(m)

月日

Bor.
No.2

412.58

備考測定時期
孔内水位

7月11日

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

作業後 作業前 作業後

7月10日 7月11日

深
度
(m
)

掘進長

ケーシング深度

孔内水位
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表 4.3-3 孔内水位観測結果一覧表（Bor.No.3） 

 

 

 

 

図 4.3-3 水位変動図（Bor.No.2） 

 

Bor.No.3 地点では，無水掘削により確認された水位 GL-1.93m を地下水位と想定する。 

 

  

掘進長
ケーシング
深度

(m) GL-(m) H=(m) (m)

作業中 2.00 1.93 411.30 無水確認

作業後 5.00 2.02 411.21 4.00

作業前 5.00 2.57 410.66 4.00

作業後 11.00 0.08 413.15 11.00

作業前 11.00 3.08 410.15 11.00

作業後 15.00 3.46 409.77 14.00

作業前 15.00 3.05 410.18 14.00

作業後 17.00 0.26 412.97 14.00

地点
標高
H=(m)

月日 測定時期
孔内水位

備考

7月1日

7月2日

7月3日
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No.3

413.23

6月30日

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00
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2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

作業中 作業後 作業前 作業後 作業前 作業後 作業前 作業後

6月30日 7月1日 7月2日 7月3日

深
度
(m
)

掘進長

ケーシング深度

孔内水位
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4.4 地盤状況 

前章までで述べた層序区分・Ｎ値分析結果を受けて，以下に地層毎の地盤状況とＮ値を整理し

て示す。 

 

① B：盛土（砂質土） 

調査地の谷筋を埋め立てて平坦地化した盛土であり，礫混じり砂～礫混じりシルト質砂よりな

る。粒径不均一な砂を主体とするが，全体的に細粒分を不均質に多く混入し，モンケン自沈をす

るほど緩い深度もみられる。 

層厚は 0.7～5.8m と谷筋側の No.1，No.3 地点から No.2 地点に向かって薄くなる。 

色相は褐色～暗褐色を呈す。 

標準貫入試験は本層で 7回実施し，Ｎ値は 0～5，平均値は 2と「非常に緩い」相対密度を示

す。 

 

② dt-cs：崖錐堆積物（砂質土） 

礫混じり粘土質砂～礫混じりシルト質砂からなる崖錐堆積物。盛土との境界に薄く堆積する黒

灰色のシルトを主体とする旧表土もこの層に含む。上部には腐植物が点在する。全体的にφ30mm

以下の礫，細粒分を多く混入する。 

層厚は 0.7～1.1m 程度を確認した。 

色相は黒灰色，暗灰～暗褐色を呈す。 

標準貫入試験は本層で 2回実施し，Ｎ値は 1～4，平均値は 2.5 と「非常に緩い」相対密度を

示す。 

 

③ dt-s：崖錐堆積物（砂質土） 

 礫混じり粘土質砂～礫混じりシルト質砂，シルト質砂よりなる。粒径不均一な砂を主体とし，

部分的に細粒分が優勢な箇所が見られる。φ5mm 程度以下の細礫が点在する。 

 層厚は 0.9～3.2m 程度を確認した。 

 色相は褐～褐灰，暗青灰色を呈す。 

 標準貫入試験は本層で 4回実施し，Ｎ値は 5～10，平均値は 7.8 と「緩い」相対密度を示す。 

 

④ wGr：強風化花崗岩（砂質土：DL 級） 

花崗岩の強風化部。コアは砂質土状で採取され，岩芯まで強風化し軟質化している。岩組織は

全体的に不明瞭だが，部分的にやや明瞭に見られる箇所がある。Bor.No.3 地点では GL-11.65～

12m 間にひん岩が貫入する。 

層厚は 1.2～7.2m を確認した。 

色相は赤褐色～黄褐色を呈す。 

標準貫入試験は本層で 11 回実施し，Ｎ値は 10～36，平均値は 19.9 と風化度合いによるばら

つきが見られる。 
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⑤ Gr：強風化花崗岩（軟岩：DM 級） 

花崗岩の強風化部で，砂礫状～岩片状コアを主体とする。見かけ棒状コアで採取されるが，指

圧により砕けて土砂化する。 

層厚は 2.95～3.8m を確認した。 

色相は概ね褐色を呈す。 

標準貫入試験は本層で 10 回実施し，Ｎ値は 64～90，平均値は 76.4 を示す。 

 

⑥ Gr：風化花崗岩（軟岩：DH～CL 級） 

花崗岩の風化部で岩片状～10cm 程度の柱状コアを主体とする。コア肌は荒く褐色を帯び，全

体的に亀裂が多く発達する。全体的には CL 級であるが，部分的に強風化している箇所みられ

る。Bor.No.2 地点と Bor.No.3 地点では L=50cm 程度の層厚でひん岩が貫入する。 

層厚は 1.2m 以上を確認した。 

色相は褐色を呈す。 

標準貫入試験は本層で 8回実施し，Ｎ値は 300 以上または貫入不能である。 
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4.5 室内土質試験結果  

室内土質試験は，標準貫入試験によって採取した試料を用いて調査地の物理特性の把握及び

液状化判定の検討を実施する目的で実施した。 

試験結果は，「室内土質試験データシート」として巻末資料に添付した。このデータシート

を整理して表 4.5-1 に室内土質試験結果一覧表に取りまとめた。 

 

表 4.5-1 室内土質試験結果一覧表（Bor.No.1 および Bor.No.3 地点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，図 4.5-1 及び図 4.5-2 には，Bor.No.1 地点及び Bor.No.3 地点の深度方向の土質特性を

整理した。 

 

  

1P-2 1P-4 1P-6 1P-7 1P-9 3P-2 3P-3 3P-4
2.15～2.48 4.00～4.52 6.15～6.47 7.15～7.45 9.15～9.45 2.00～2.67 3.00～3.50 4.15～4.47

4 0/52 4/32 7 10 0/67 1/50 5/32
B B dt-s dt-s dt-s B dt-cs dt-s

土粒子密度 ρs g/cm3 2.668 2.677 2.617 2.639 2.674 2.664 2.648 2.643
自然含水比 wn ％ 22.7 28.7 28.5 30.9 26.4 31.4 31.1 12.3

礫　分 14.5 7.0 18.3 15.1 14.9 9.1 27.4 9.7

砂　分 44.1 48.9 49.6 56.3 61.0 50.8 45.6 64.6

シルト分 22.2 23.4 22.7

粘土分 19.2 20.7 17.4

41.4 44.1 32.1 28.6 24.1 40.1 27 25.7
0.1829 0.1366 0.3471 0.3959 0.3190 0.1893 0.5181 0.2885
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

液性限界 wL ％ 44.9 44.7 43.9

塑性限界 wp ％ 29.5 32.2 29.5

塑性指数 IP 15.4 12.5 14.4

分類名
礫まじり細
粒分質砂

礫まじり細
粒分質砂

細粒分質礫
質砂

細粒分質礫
質砂

礫まじり細
粒分質砂

礫まじり細
粒分質砂

細粒分質礫
質砂

礫まじり細
粒分質砂

分類記号 (SF-G) (SF-G) (SFG) (SFG) (SF-G) (SF-G) (SFG) (SF-G)

27 25.7

地盤材料
分類

28.6 24.132.1

試料番号
（深さ）
N値
地層名

10%粒径D10mm
平均粒径D50mm

粒度組成
 （％）

細粒分混入率Fc(%)
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図 4.5-1 深度方向の土質特性（Bor.No.1 地点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5-2 深度方向の土質特性（Bor.No.3 地点）  
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(1) 土粒子の密度 

土粒子の密度 ρsは，土の基本的な状態を把握する目的で実施した。その結果を表 4.5-3 に

取りまとめ，図 4.5-3 に深度分布図を示す。 

 

表 4.5-3 土粒子の密度ρsの試験結果一覧 

地層 
記号 

土質名 
土粒子の密度 (g/cm3) 

個数 
最小 最大 平均値 

B 砂質土 2.664 2.677 2.670 3 

dt-cs 砂質土 2.617 2.648 2.633 2 

dt-s 砂質土 2.639 2.674 2.652 3 

 

一般に土粒子の密度ρs は，重鉱物や腐植物を多量に含まない限り表 4.5-4 に示すように沖

積砂質土で ρs =2.6～2.8 g/cm3 を，沖積粘性土でρs =2.5～2.75 g/cm3を示す。今回試験値

と比較すると，B，dtcs，dts 層は概ね沖積砂質土の一般値の範囲内を示す。 

 
表 4.5-4 主な鉱物と土粒子の密度の例 

（地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説－二分冊の 1－，p.118，2020.） 
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図 4.5-3 土粒子の密度の標高分布図    図 4.5-4 自然含水比の深度分布図 

 

(2) 自然含水比 

土の含水比は土塊を構成している土粒子・水・空気の三要素のうち水と土粒子の質量比を百

分率で表したものである。土が自然状態のまま保持している含水量を自然含水比 wnと言い，土

の状態を把握するとともに他の物性値との関連性を見るために実施した。自然含水比 wn の試験

結果を表 4.5-5 に，深度分布図を図 4.5-4 に示した。 

 

表 4.5-5 自然含水比 wnの試験結果一覧 

地層 
記号 

土質名 
自然含水比 wn (%) 

個数 
最小 最大 平均値 

B 砂質土 22.7 31.4 27.6 3 

dt-cs 砂質土 28.5 31.1 29.8 2 

dt-s 砂質土 12.3 30.9 23.2 3 

 

一般的な土の含水比を表 4.5-6 に示す。一般値と比較すると， B，dtcs，dts 層は，細粒分を

多く含む砂質土のため，沖積砂質土の値の範囲内～やや高めの値を示す。 

 

表 4.5-6 土の湿潤密度と含水比のおおよその範囲（一般値） 
（地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説－二分冊の 1－，p.205，2020.） 
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(3) 粒度組成 

土の粒度試験は，粒度の分布状況から土質判別を行うと共に，液状化検討に必要な粒径加積

曲線を求めるために実施した。 

粒度試験結果における地層別粒度組成状況を一覧にして表 4.5-7 に示す。 

 

表 4.5-7 粒度組成一覧 

地層 
記号 

土質名 

粒度組成 (%) 

礫分 砂分 細粒分(ｼﾙﾄ+粘土) 
個数 

範囲 範囲 範囲 

B 砂質土 
7.0～14.5 

（10.2） 

44.1～50.8 
（47.9） 

40.1～44.1 
（41.9） 

3 

dt-cs 砂質土 
18.3～27.4 

（22.9） 

45.6～49.6 

（47.6） 

27.0～32.1 

（29.6） 
2 

dt-s 砂質土 
9.7～15.1 

（13.2） 

56.3～64.6 

（60.6） 

24.1～28.6 

（26.1） 
3 

（ ）内は平均値 

 

以下に，今回粒度試験を実施した各層の粒径加積曲線を示す。 
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図 4.5-5 粒径加積曲線図 
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(4) コンシステンシー特性 

粘性土の液性限界・塑性限界試験によって液性限界 wL，塑性限界 wPが求められ，（wL-wP）か

ら塑性指数 IPが算出される。塑性指数は，液性限界と塑性限界の差であり，これらの試験値は

粘性土の状態を示す。なお，B層は砂質土層であるが，細粒分を多く含む地層であり，液状化判

定のため本試験を実施した。 

液性・塑性限界試験結果を一覧にして表 4.5-8 に示す。また，表 4.5-9 には，粘性土の液性

限界，塑性限界の一般値を示す。B層の試験結果は，沖積層シルトの一般値の範囲内を示す結果

となった。 

表 4.5-8 コンシステンシー特性の結果一覧 

地層 
記号 

土質名 液性限界 wL(%) 塑性限界 wP(%) 塑性指数 IP 個数 

B 砂質土 
43.9～44.9 

（44.5） 

29.5～32.2 

（30.4） 

12.5～15.4 
（14.1） 

3 

 

表 4.5-9 コンシステンシー特性一般値 
（地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説－二分冊の 1－，p.168，2020.） 

 

 
 

液性限界と塑性指数の相関

図（塑性図）を図 4.5-6 に示す。 

A 線より上は粘土分（C）が多

いため高塑性で，下はシルト分

（M）が多いため低塑性の領域

である。また，B 線より右は圧

縮性が大きく（H），左は圧縮性

が小さい（L）と判定される。同

図によると，B 層は，ML（低塑

性，低圧縮）に分類される。 
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図 4.5-6 液性限界-塑性指数の相関図（塑性図） 
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5．総合解析 

5.1 地盤定数の設定 

これまでの調査結果より得られたデータをもとに，各地層の地盤定数を設定し，表 5.1-1 に

まとめた。なお，強風化花崗岩（wGr 層）の DL 級は風化が著しく進行し，砂質土状のため，土

砂層として設定した。 

 

表 5.1-1 地盤定数の提案値 

地層 土質・岩級 
設計 

Ｎ値 

単位体積 

重量γt 

(kN/m3) 

変形係数 

E (kN/m2) 

せん断強度 

粘着力 

c (kN/m2) 
内部摩擦角 

φ (度) 

B 砂質土 1 17 700 0 19 

dt-cs 砂質土 1 17 700 0 19 

dt-s 砂質土 6 17 4,200 0 25 

wGr 砂質土（DL 級） 15 18 10,000 0 32 

Gr 軟岩（DM 級） 71 18 50,000 61 38 

Gr 軟岩（DH～CL 級） 300 21 130,000 98 40 

 

 各層の地盤定数の設定方法を以下に示す。 

 

（1）設計Ｎ値 

各層の設計Ｎ値は，実測値の平均値から標準偏差の 1/2 を減じた値を採用した。なお，花崗

岩（Gr 層）の DH～CL 級については，一般に軟岩の地盤定数を求める際のＮ値の上限値として

提案されているＮ値 300 を設定した。 

 

表 5.1-2 設計Ｎ値の設定結果一覧 

地層名 
土質 

岩級 
記号 最小値 最大値 個数 平均値 

標準 

偏差 
設計Ｎ値 

盛土 砂質土 B 0 5 7 2.0 2.08 1 

崖錐堆積物 

砂質土 dtcs 1 4 2 2.5 2.12 1 

砂質土 dts 5 10 4 7.8 2.22 6 

広島花崗岩 

DL 級 wGr 10 36 11 19.9 9.61 15 

DM 級 Gr 64 90 9 76.4 10.11 71 

DH～CL 級 Gr 300～貫入不能 8 － － － 

設計Ｎ値＝平均 N値-1/2 標準偏差  
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（2）単位体積重量γt（kN/m3） 

盛土（B 層），崖錐堆積物（dt-cs 層・dt-s 層），強風化花崗岩（wGr 層）の単位体積重量は，

日本建築学会「建築基礎構造設計指針」に示されている表 5.1-3 を参考に設定した。ここで，

同表の「密な（かたい）」と「ゆるい（やわらかい）」の中間を以下のように設けて設定する。 

・礫・砂について，「密な」ものはＮ値≧30，「ゆるい」ものをＮ値＜10 とし，「中位の」

ものはＮ値 10 以上 30 未満として，中間の値とする。 

・粘性土について，「密な」ものはＮ値≧8，「ゆるい」ものをＮ値＜4 とし，「中位の」

ものはＮ値 4 以上 8 未満として，中間の値とする。 

岩盤の単位体積重量については，西日本高速道路㈱（以下 NEXCO）「設計要領第二集」より提

案されている図 5.1-1 から求めた式 5.1-1 で算出した。 

 

表 5.1-3 土の単位体積重量（kN/m3） 

（日本建築学会：建築基礎構造指針，p30，2019.） 

土 質 

湿潤単位体積重量 

(地下水位以浅) 

飽和単位体積重量 

(地下水位以深) 

水中単位体積重量 

(地下水位以深) 

ゆるい 

(やわらかい) 

密な 

(かたい) 

ゆるい 

(やわらかい) 

密な 

(かたい) 

ゆるい 

(やわらかい) 

密な 

(かたい) 

礫 18 20 19 21 9 11 

砂 16 18 17 19 7 9 

シルト 14 16 15 17 5 7 

粘土 13 15 14 16 4 6 

関東ローム 12 14 13 15 3 5 

高有機質土 9 12 10 13 0 3 

 

 

 

 

 

  

B 
dtcs 
dts 

【D級岩盤（軟岩）の単位体積重量の推定式】 

γt = 1.173+0.4 Log N（tf/m3）×9.81kN/ m3 

・・・・・式 5.1-1 

γt ：単位体積重量（kN/m3） 

N'  ：換算Ｎ値，適用は N≦300 

図 5.1-1 Ｎ値と単位体積重量の関係 

（NEXCO：設計要領第二集 橋梁建設編，p.4-7，2016.） 
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（3）変形係数 E（kN/m2） 

盛土（B層），崖錐堆積物（dt-cs 層・dt-s 層），強風化花崗岩（wGr 層）の変形係数は，一般

に図5.1-2に示したように，変形係数とＮ値との間にはE=670N0.986≒700N（kN/m2）（E≒7N kgf/cm2）

の関係が近似的に成立しているとされており（地盤工学会，「地盤調査の方法と解説」，

p687,2013），この関係式を用いて算出した。 

岩盤（Gr 層）に関しては NEXCO「設計要領第二集」より提案されている図 5.1-3 の式 E=27.1

×N0.69×98.1（kN/m2）により算出した。 

 

図 5.1-2 孔内水平載荷試験による変形係数とＮ値との関係 

 
（（社）地盤工学会：地盤調査の方法と解説，p.687，2013.） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1-3 岩の変形係数の測定例 

（NEXCO：設計要領第二集 橋梁建設編，p.4-13，2016.） 

 

E= 27.1×Ｎ値 0.69×98.1（kN/m2）・・・・・・式 5.1-2 
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（4）土砂部のせん断強度 c，φ（°） 

盛土（B層），崖錐堆積物（dt-cs 層・dt-s 層），強風化花崗岩（wGr 層）の内部摩擦角は，「建

築基礎設計指針，p30，2019.｣に示される式-5.1.3 をもとに実測Ｎ値より算出した。これらの

地層は粗粒土であるため粘着力を見込まないこととした。 

 

   φd＝√20N+15 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・式 5.1-3 

 

（5）岩盤部のせん断強度 

岩盤（Gr 層）に関しては，「西日本高速道路㈱ 設計要領第二集」のＮ値から推定する方法

（表 5.1-4）の「砂岩・礫岩・深成岩類」の式を参考に算出した。 

 

表 5.1-4 Ｎ値とせん断強さの関係 

(NEXCO：設計要領第二集 橋梁建設編，p4-10，2016) 

区 分 
砂岩・礫岩・ 

深成岩類 
安山岩 

泥岩・凝灰岩・ 

凝灰角礫岩 

粘着力 

c（kN/m2） 

換算Ｎ値と 

平均値の関係 
15.2Ｎ0.327 25.3Ｎ0.334 16.2Ｎ0.606 

相関係数 0.53 0.38 0.47 

せん断抵抗角 

φ（°） 

換算Ｎ値と 

平均値の関係 
5.10logＮ＋29.3 6.82logＮ＋21.5 0.888logＮ＋19.3 

相関係数 0.43 0.38 0.04 
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5.2 地震時の液状化発生の可能性について 

 

液状化の判定は，「建築基礎構造設計指針（日本建築学会）」に準拠して実施した。 

 

5.2.1 液状化判定フロー 

液状化判定フローを図 5.2-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図 5.2-1 液状化判定フロー 

 

5.2.2 液状化のおそれのある地盤条件について 

  建築基礎構造設計指針（以下，指針と呼ぶ。）に示される方法に準拠して，地震時の液状化の

発生の可能性について検討する。 

指針では，液状化のおそれのある地盤条件は以下の条件に該当する砂質地盤とされている。  

① 地表面から 20m 以内の沖積層．  

② 細粒分混入率が 35%以下の土  

（ただし，細粒分混入率が 35%以上の地層でも粘土分「0.005mm 未満」が 10%以下，または塑

性指数が 15%以下の埋立あるいは盛土地盤は含む）  

  注)細粒分：細粒土「0.075ｍｍ未満」のシルト分+粘土分 

③ 地下水で飽和していること。  

 

表 5.2-1 に液状化対象の判定を示した。 

Bor.No.1 地点の GL-2.31m 試料は，塑性指数がわずかに 15%を上回るため，念のため検討し

た。また，土質試験データのない深度については，近接するデータを流用した。 
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表 5.2-1 液状化検討対象土層の判定 
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5.2.3  Fl値（液状化抵抗率）による液状化の判定方法 

(1)液状化判定式  

各深さにおける液状化の判定は，（1）式により行う。  

 

 

 

 

 

(1) 式から求めた Fl値が 1 より大きくなる土層は液状化の可能性はないと判断し， Flが 

1 以下となる場合は可能性があると判断する。Fl の値が小さいほど液状化に対する抵抗力が小

さく，また Fl値が 1 を切る土層が厚いほど液状化による危険度が高くなると判断する。 

 

(2) 等価な繰返しせん断応力比  

検討地点の地盤内の各深さに発生する等価な繰返しせん断応力比は(2) 式から求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3）補正 N値  

対応する深度の補正 N値（Na）は（3）式から求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 細粒分含有率と補正

N 値増分の関係 

(1) 

(2) 
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(4) 液状化抵抗比  

液状化抵抗比 τl/σ’zは補正 N 値（Na）を用いて(6)式のように算定できる．(6)式は飽

和土層のせん断ひずみ振幅 5％時の実験結果より求められたものである。 

 

 

 

(5) 地点における液状化危険度 PL  

PL 法は求めた FL 値を深さ方向に重みを付けて足し合わせ，その地点での液状化危険度を

求めて PL 値で判定する方法（岩崎ら,1980）である。表-5.2.2 には PL 値と液状化危険度の

関係を示す。 

 

 

 

 

 

表 5.2-2 PL 値と液状化危険度（岩崎ら，1980） 

PL ＝0 液状化の危険性はかなり低い。液状化に関する詳細な調査は一般に不要。 

0＜PL ≦5 
液状化の危険度は低い。特に重要な構造物の設計に際しては，より詳細な

調査が必要。 

5＜PL ≦15 
液状化の危険性が高い。重要な構造物に対して，より詳細な調査が必要。

液状化対策が一般に必要。 

PL ＞15 
液状化の危険性が極めて高い。液状化に関する詳細な調査と液状化対策は

不可避。 

 

 

5.2.4 液状化判定結果 

Bor.No.1 地点及び Bor.No.3 地点で地表面水平加速度（αmax）は，150 cm/s2，200 cm/s2及び

350 cm/s2の 3 ケースについて検討した。図 5.2.4-1~5.2.4-6 に検討結果を示した。 

盛土(B)と崖錐堆積物（dtcs，dts）が検討対象土層となる。いずれも細粒分混入率は Fc＝30

～40％と高いものの，Ñ値は 0～10 回未満で緩いため，地表面水平加速度が大きくなると FL＜

1.0 が増えてくる。 

Bor.No.1 地点のαmax=150 cm/s2では FL＜1.0 となるのは 1深度であるが，αmax=350 cm/s2の

場合には，検討対象土層すべて FL＜1.0 となり液状化の危険性が極めて高い。 

Bor.No.3 地点のαmax=150 cm/s2では FL＞1.0 となり，液状化の可能性はないが，αmax=200 

cm/s2及びαmax=350 cm/s2の場合には，対象土層すべて FL＜1.0 となり，液状化の危険性が高

い。 

  

(6) 

(7) 
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表 5.2-3 液状化検討結果一覧（Bor.No.1） 

孔番号 

地表面水平加

速度 αmax

（cm/s2） 

FL 値による判定 

（FL＜1.0 のみ表示） 
PL 値による判定 

Bor.No.1 150 cm/s2  Gl-5.2m のみ FL=0.95. PL=0.37 

（液状化の可能性が低い） 

200 cm/s2  Gl-4.2m で FL=0.76. 

Gl-5.2m で FL=0.71 

Gl-6.3m で FL=0.81. 

Gl-7.3m で FL=0.91 

PL=5.74 

（液状化の可能性がある） 

350 cm/s2  Gl-2.3m で FL=0.78 

Gl-3.3m で FL=0.59 

Gl-4.2m で FL=0.44. 

Gl-5.2m で FL=0.41 

Gl-6.3m で FL=0.46. 

Gl-7.3m で FL=0.52 

Gl-8.3m で FL=0.58 

Gl-9.3m で FL=0.58 

PL=24.57 

（液状化の可能性が高い） 

 

 
図 5.2.4-1 液状化検討結果（Bor.No.1：αmax=150cm/s2） 
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図 5.2.4-2 液状化検討結果（Bor.No.1：αmax=200cm/s2） 

 

 

図 5.2.4-3 液状化検討結果（Bor.No.1：αmax=350cm/s2）  
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表 5.2-4 液状化検討結果一覧（Bor.No.3） 

孔番号 

地表面水平加

速度 αmax

（cm/s2） 

FL 値による判定 

（FL＜1.0 のみ表示） 
PL 値による判定 

Bor.No.3 150 cm/s2  － PL=0 

（液状化の可能性はない） 

200 cm/s2  Gl-2.3m で FL=0.91 

Gl-3.3m で FL=0.79 

Gl-4.3m で FL=0.92 

PL=3.11 

（液状化の可能性が低い） 

350 cm/s2  Gl-2.3m で FL=0.52 

Gl-3.3m で FL=0.45 

Gl-4.3m で FL=0.53 

PL=12.51 

（液状化の可能性がある） 

 

 

 

図 5.2.4-4 液状化検討結果（Bor.No.3：αmax=150cm/s2） 
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図 5.2.4-5 液状化検討結果（Bor.No.3：αmax=200cm/s2） 

 

 

 

図 5.2.4-6 液状化検討結果（Bor.No.3：αmax=350cm/s2） 
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5.3 基礎地盤の評価と設計施工上の留意点 

広島市では，令和 6 年 3 月に策定した「青少年野外活動センター・こども村他の更新に係る基

本計画」を基に，民間活力を導入した事業手法（DBO 方式）による青少年野外活動センター・こど

も村再整備・運営事業を実施することとしている。 

地質調査の対象である子供たちの広場には，施設が設けられる予定である。現段階ではその規

模・配置等は未定であり，以下のような点を考量して計画されるのが望ましいと考える。 

 

1) 地質分布 

対象敷地では，Bor.No.1 と Bor.No.3 を結ぶ付近が広場造成前の谷筋に相当し，盛土および谷

底堆積物が比較的厚く分布している。一方で Bor.No.2 付近は南側に丘陵の切取り部であることか

ら，広場内の地質分布が大きく異なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3-1 対象地（広場）の造成概要 

 

2）地盤工学上の問題 

図 5.3-2 に今回のボーリング調査個所の土質・岩質対比図を示した。また，図 5.3-3 に造成

の違いと発生する地盤工学上の問題のイメージを整理した。 

谷埋め部側では，圧密沈下，支持力不足，地震時の地盤の液状化など地盤工学上の問題が想

定される。一方，切土部については問題ないが，中間斜面部や特に切土部と盛土部にまたがる

構造物などでは不同沈下や変状が発生しやすい。 

  

：谷部の埋立部 

：丘陵の切取り部 
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図 5.3-2 土質・岩質対比図 

 

 

谷埋め部 （中間斜面埋立部） 切土部 

Bor.No.1，Bor.No.3 － Bor.No.2 

・（圧密沈下） 

・支持力不足 

・地震時の地盤の液状化 

 

（不同沈下） ・（問題は少ない） 

図 5.3-3 造成の違いと発生する地盤工学上の問題のイメージ 

 

3）基礎形式と対応・対策 

 対象地における基礎形式の留意点等を表 5.3-1 に示した。 

 計画される建物等の規模・配置等に応じて対応が必要である。 

 

  

基盤岩 Gr 上面 

（DM 級以上） 
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表 5.3-1 基礎形式と対応（案） 

区 分 概 要 

1)直接基礎 切土部であれば問題ないが，斜面，埋立部では上述 2)のような問題が

想定される。 

2)杭基礎 杭で構造物等を支える。谷埋め部では問題ないが，支持層が浅くなる

切土部，中間部等との取り合いが問題となる。 

3)地盤改良工法 － 対応可能深さ 

 ・置き換え工法 軟弱部を掘削除去し，良質土で置き換える。 GL-2～3m まで 

 ・浅層混合処理 石灰やセメント粉黛・スラリーを混合し，地盤

を改良する。深くなるほど施工機材は大掛かり

になる。 

GL-2m まで 

 ・中層混合処理 GL-10m まで 

 ・深層混合処理 GL-30m まで 

 

4) 追加調査について 

当調査では 3 箇所のボーリング調査を実施したが対象地においては，支持地盤の起伏が大きい

ことから，具体の建物等の構造・配置が定まった時点で追加の地盤調査を実施しておくのが望ま

しい。 

追加調査は通常のボーリング調査，あるいは状況に応じて経済的・簡便に対応できる図 5.3-4 

に示すようなオートマチックラムサウンディングの併用が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3-4 オートマチックラムサウンディング機の概要 

 

以 上   

オートマチックラムサウンディング試験は、自動貫入装置、自動引抜き装置、ロッド及び

コーン構成され、でハンマー重量 63.5kg、落下高さ 50cm で行い、貫入量 20cm 毎の打撃回

数を測定する。 

 打撃回数を数えこれを補正した値を Nd 値とし、補正後の Nd 値は標準貫入試験の N値と同

様に扱うことができる。 



 

 

 

 

【巻末資料】 
１）ボーリング柱状図及びコア写真 

２）室内土質試験データ 

３）現場記録写真 

４）国土地盤情報データベース検定証明書 

５）照査報告書 
  



 

 

 

 

１） ボーリング柱状図及びコア写真 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

青少年野外活動センター・こども村

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯Bor.No.1 広島県広島市安佐北区安佐町大字小河内ほか 34°34′39.30″

発 注 機 関 調査期間 東 経広島市安佐北区 令和07年07月04日～令和07年07月09日 132°25′57.25″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(0846-29-1720)

株式会社セトウチ
清水 浩二 地質調査技士

登録番号 第14525号

藤原 泰介
森岡 達也 地質調査技士

登録番号 第19989号

松田 博志

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 412.83 m

18.00 m

東邦地下工機 D2-K

ヤンマー NFD13 東邦地下工機 BG-3C

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛土（礫
混じり
砂）

盛
土
（
礫
混
り
シ
ル
ト
質
砂
）

礫混じり
シルト質
砂

礫
混
り
粘
土
質
砂

シルト質
砂

強
風
化
花
崗
岩

強
風
化
花
崗
岩

風
化
花
崗
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
灰

褐

黒
灰
～
暗
灰

暗
青
灰

褐
灰

赤
褐
～
黄
褐

褐

褐

相

対

密

度

rd2

rd1

rd2

rd3

rd3

相

対

稠

度

記

事

粒径不均一な砂が主体。φ50mm程度以
下の礫，植物片を混入。含水は少な
い。

細砂～中砂が主体。
シルトを不均質に多く混入。
φ5mm程度以下の細礫が点在。
所々φ20mm以下の亜角礫を少量混入。
植物片，植物根を混入。
含水は中位。

旧表土。上部10cm程度は有機質なシル
トが主体。φ20mm程度以下の少量の
礫，黒色の腐植物が混入。

粒径不均一な砂が主体。
細粒分を不均質に多く混入し，所々細
粒分優勢となる。
φ5mm程度以下の細礫が混入。
含水は少ない。

細砂が主体。
細粒分を少量混入。
含水は少ない。

強風化し極軟質。砂質土状コア。
岩組織はやや明瞭から不明瞭で，岩芯
まで強風化する。
コアは指圧により容易に崩れて砂質土
状となる。
岩級区分はDL級。

風化・軟質。砂礫状～岩片状コアが主
体。
見かけ棒状だが，手で砕けて砂礫状と
なる。
岩組織は明瞭に見られるが，岩芯まで
風化する。
亀裂は消失または亀裂面は褐色化す
る。
岩級区分はDM級。
GL-15.4m以深は，岩片状コアが主体。

風化し岩片，L=5～10cm程度の柱状コ
アが主体。
コア肌はやや粗く，褐色を帯びる。
亀裂面は褐色化。部分的に亀裂に沿っ
て礫状を呈す。
岩級区分はDH～CL級。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

7/7
2.18

7/8
5.08

7/9
5.76

試 料 採 取
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度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

2.15

2.48
1P-2 - 物理

4.00

4.52

1P-4 - 物理

6.15

6.47
1P-6 - 物理

7.15

7.45
1P-7 - 物理

9.15

9.45
1P-9 - 物理

削

孔

月

日

7/4

7/7

7/8

標

尺

(m)

標

高
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深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

412.43 0.40

407.03 5.80

406.33 6.50

403.83 9.00

403.13 9.70

399.98 12.85

396.93 15.90

394.83 18.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.25

1.55
2 2 1
130 130 40

5
300

5.0

2.15

2.48
1 1 2

130
4
330

3.6

3.15

3.47
1 1 1
120

3
320

2.8

4.00

4.52
00
520

00
520

5200

5.00

5.48
00
480

00
480

4800

6.15

6.47
1 1 2
130 90

4
320

3.8

7.15

7.45
2 2 3 7

300
7.0

8.15

8.45
3 3 3 9

300
9.0

9.15

9.45
4 3 3 10

300
10.0

10.15

10.45
3 4 5 12

300
12.0

11.15

11.45
6 6 6 18

300
18.0

12.15

12.45
8 7 10 25

300
25.0

13.15

13.35
29 31 60

200
90.0

14.15

14.35
25 31 4

0
60
200

90.0

15.15

15.41
15 25 20

60
60
260

69.2

16.00
16.01

60
10

60
10

1800.0

17.00
17.00

60
0

60
0

60.0

18.00
18.00

60
0

60
0

60.0



 



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

青少年野外活動センター・こども村

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯Bor.No.2 広島県広島市安佐北区安佐町大字小河内ほか 34°34′37.70″

発 注 機 関 調査期間 東 経広島市安佐北区 令和07年07月10日～令和07年07月11日 132°25′55.93″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(0846-29-1720)

株式会社セトウチ
清水 浩二 地質調査技士

登録番号 第14525号

藤原 泰介
森岡 達也 地質調査技士

登録番号 第19989号

松田 博志

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 412.58 m

7.00 m

東邦地下工機 D2-K

ヤンマー NFD13 東邦地下工機 BG-3C

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛土（礫
混り砂）

強風化花
崗岩

強風化花
崗岩

風化花崗
岩

強風化花
崗岩

風
化
花
崗
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

褐

黄
褐

褐

淡
灰

褐

褐

相

対

密

度

rd3

相

対

稠

度

記

事

粒度不均一な砂が主体。
φ50mm程度以下の亜角礫，植物片を混
入。含水は少ない。
強風化し軟質。砂質土状コア。岩組織
は不明瞭で岩芯まで強風化する。コア
は指圧で容易に崩れて砂質土状とな
る。岩級区分はDL級。
強風化し軟質。礫混じり土砂状コア。
岩組織は不明瞭～やや明瞭で岩芯まで
強風化する。岩級区分はDM級。

風化し中硬質。岩片状～10cm程度の柱
状コア主体。コア肌はやや粗く，薄く
褐色を帯びる。岩級区分はCL級。
GL-2.75～3.10m間は花崗斑岩が貫入。

強風化・軟質。礫混じり土砂状コア。
岩級区分はDM級。

風化・中硬質。岩片～L=10cm程度以下
の柱状コアが主体。
コア肌はやや粗く部分的に滑らか。
亀裂面は褐色化する。
岩級区分はDH～CL級。
GL-6.15～6.60mはひん岩が貫入。
GL-6.9m以深は砂質土～岩片状コア。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

7/11
3.78

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

削

孔

月

日

7/10

7/11

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

411.88 0.70

410.68 1.90

409.83 2.75

408.63 3.95

407.73 4.85

405.58 7.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～
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100

～

200
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～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45
4 2 5 11

300
11.0

2.15

2.38
11 31 18

30
60
230

78.3

3.00
3.00

60
0

60
0

60.0

4.15

4.41
11 17 32

60
60
260

69.2

5.00
5.00

60
0

60
0

60.0

6.00
6.00

60
0

60
0

60.0

7.00
7.03

60
30

60
30

600.0



 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

青少年野外活動センター・こども村

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯Bor.No.3 広島県広島市安佐北区安佐町大字小河内ほか 34°34′38.15″

発 注 機 関 調査期間 東 経広島市安佐北区 令和07年06月30日～令和07年07月03日 132°25′58.02″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(0846-29-1720)

株式会社セトウチ
清水 浩二 地質調査技士

登録番号 第14525号

藤原 泰介
森岡 達也 地質調査技士

登録番号 第19989号

松田 博志

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 413.23 m

17.00 m

東邦地下工機 D2-K

ヤンマー NFD13 東邦地下工機 BG-3C

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛土（礫
混りシル
ト質砂）

盛土（礫
混じりシ
ルト質
砂）

砂混じり
シルト
礫混じり
粘土質砂

礫混りシ
ルト質砂

強
風
化
花
崗
岩

強
風
化
花
崗
岩

風化花崗
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

褐

褐
～
暗
褐
灰

黒
灰

暗
褐
灰

褐

黄
褐
～
褐
～
暗
緑
灰

褐

褐

相

対

密

度

rd1

rd1

rd2

rd3

相

対

稠

度

記

事

粒度不均一な中砂～粗砂が主体。
全体的に細粒分を少量混入。
φ10mm～φ40mm程度の角礫を混入。
含水は少ない。

砂優勢と粘土優勢の層の互層状。
全体に植物根を混入。
含水はやや多い。

旧表土。粘性は中位。φ5mm以下の細
礫と腐植物を混入。含水は少ない。
粒径不均一な砂が主体。全体に細粒分
を多く混入する。φ30mm以下程度の亜
角～角礫を混入。含水はやや多い。
粒度不均一な細砂～中砂が主体。
細粒分を全体的に多く混入。
含水は少ない

強風化・極軟質。砂質土状コア。
岩組織はやや明瞭だが，岩芯まで強風
化する。
コアは指圧で容易に崩れて砂質土状と
なる。
部分的に岩片状に風化残りが見られ
る。
岩級区分はDL級。
GL-11.65～12.0mはひん岩の強風化が
貫入する。

強風化・軟質～中硬質。礫混じり砂状
～岩片状コアが主体。
岩片の亀裂面は褐色化する。
岩級区分はDM級。
GL-12.4～13.0m間は岩片状～柱状コア
主体で部分的に硬質となる。
GL-14.24～15.6m間は岩片状～短柱状
コア。

風化・中硬質。岩片状～L＝10cm程度
の柱状コアが主体。コア肌は粗く褐色
を帯びる。亀裂面は褐色～黒灰色化。
全体的に密着した亀裂が多く見られ
る。岩級区分はDH～CL級。
GL-16.55m 以深はひん岩が貫入し，岩
片状コアが主体。見かけ柱状だが，一
部指圧によって容易に崩れて砂状とな
る部分を挟む。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

6/30
1.93

7/1
2.57

7/3
3.05

7/2
3.08

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料
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号

採

取

方

法

室

内

試

験

2.00

2.67

3P-2 - 物理

3.00

3.50

3P-3 - 物理

4.15

4.47
3P-4 - 物理

削

孔

月

日
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7/1

7/2

7/3

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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11

12

13

14

15

16

17

18

412.23 1.00

410.43 2.80
410.23 3.00

409.33 3.90

408.43 4.80

401.23 12.00

397.43 15.80

396.23 17.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験
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の打撃回数

深

度

(m)
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13.15
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14.00
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15.15
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19 33 8
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20

900.0

17.00
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２） 室内土質試験データ 
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３） 現場記録写真 

  



Bor.No.1

施工前

Bor.No.1

試掘状況

Bor.No.1

試掘完了

GL-1.10m



Bor.No.1

試掘完了(近景)

Bor.No.1

搬入状況

(小型移動式クレーン)

Bor.No.1

環境保全

仮囲い状況



Bor.No.1

全景

Bor.No.1

掘進状況

Bor.No.1

標準貫入試験状況



Bor.No.1

残尺

L=2.65m

Bor.No.1

残尺(近景)

Bor.No.1

検尺

全長 20.65m

残尺 2.65m

検尺 18.00m



Bor.No.1

検尺(近景1)

Bor.No.1

検尺(近景2)

Bor.No.1

検尺(近影3)



Bor.No.1

足場高

0.3m以上

Bor.No.1

調査孔閉塞状況

Bor.No.1

施工後



Bor.No.2

施工前

Bor.No.2

試掘状況

Bor.No.2

試掘完了

GL-1.00m



Bor.No.2

試掘完了(近景)

Bor.No.2

搬入状況

(小型移動式クレーン)

Bor.No.2

環境保全

仮囲い状況



Bor.No.2

全景

Bor.No.2

掘進状況

Bor.No.2

標準貫入試験状況



Bor.No.2

残尺

L=2.65m

Bor.No.2

残尺(近景)

Bor.No.2

検尺

全長 9.65m

残尺 2.65m

検尺 7.00m



Bor.No.2

検尺(近景1)

Bor.No.2

検尺(近景2)

Bor.No.2

検尺(近影3)



Bor.No.2

足場高

0.3m以上

Bor.No.2

調査孔閉塞状況

Bor.No.2

施工後



Bor.No.3

施工前

Bor.No.3

試掘状況

Bor.No.3

試掘完了

L=1.00m



Bor.No.3

試掘完了(近景)

Bor.No.3

搬入状況

(小型移動式クレーン)

Bor.No.3

環境保全

仮囲い状況



Bor.No.3

全景

Bor.No.3

掘進状況

Bor.No.3

標準貫入試験状況



Bor.No.3

残尺

L=2.65m

Bor.No.3

残尺(近景)

Bor.No.3

検尺

全長 19.65m

残尺 2.65m

検尺 17.00m



Bor.No.3

検尺(近景1)

Bor.No.3

検尺(近景2)

Bor.No.3

検尺(近影3)



Bor.No.3

足場高

0.3m以上

Bor.No.3

調査孔閉塞状況

Bor.No.3

施工後



KY実施状況

給水状況



室内土質試験

土粒子の密度試験

室内土質試験

土の含水比試験

室内土質試験

土の粒度試験

(ふるい分析)



室内土質試験

土の粒度試験

(沈降分析)

室内土質試験

土の液性限界試験

土の塑性限界試験



 

 

 

 

４） 国土地盤情報データベース検定証明書 

  



 

検 定 証 明 書 
 

 

 

東京都千代田区内神田１ －５ －１ ３  

内神田TKビル 

一般財団法人国土地盤情報センター 

理事長 大 西 有 三  

 

 

下記の地盤情報は、当センターの検定要領に基づいて検定した結果、適合し

ているこ と を確認しましたので、 国土地盤情報データベースに登録したこと を

証明します。  

 

記 

 

 

業 務 名 称 

 

発 注 者 名 

 

検 定 数 量 

 

電子納品管理者            地質情報管理士登録番号［     ］  

＊地質情報管理士取得者の場合は、 登録番号が表示されます。  

品質管理評価 ［   ］  

＊検定申込時に提出された「 関連情報」 および「 検定データ 」 の品質管理評価  

（ 評価基準については、「 別紙」 ご参照）  

 

以上 

NGIC202501094号

　 2025年08月22日

株式会社セト ウチ  御中

青少年野外活動センター・ こ ども村測量及び地質調査業務（ 7-1）

広島市  安佐北区

ボーリ ング柱状図　 　 　 3 本

土質試験結果一覧表　 　 2 本

藤原　 泰介 －－

AA



別 紙

◆ 品質管理評価について 

評価基準

ランク 訂正依頼回数 ランク 修補依頼回数
A ０回 A ０回
B １回 B １回
C ２回以上 C ２回以上

＊訂正依頼回数
「関連情報」に不備があり、
当センターの受付担当から
訂正を依頼した回数

＊修補依頼回数
「検定データ」に不適合事項が
あり、当センターの検定部が
修補を依頼した回数

　申込時に提出されてくる「関連情報」と「検定データ」について以下の基準を
設け評価をおこなっています。

１．受付段階 ２．検定段階
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５）照査報告書 

 



06-207

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名

照査技術者 管理技術者 担当技術者

照　査　報　告　書
（一般地質調査チェックリスト）

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受注者印

株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

契約内容の
確認

契約書・特記
仕様書

契約数量・契約工期・業務目的等を
把握している

○ ✔

業務実施体制の
連絡

計画書
業務実施体制・連絡体制を発注者へ
連絡した

○ ✔

発注者の意向
確認

打合せ記録簿
打合せ協議で調査内容・方針等に
ついて発注者の意向を確認した

○ ✔

既往資料の
確認

その他資料
既往調査及び別途調査資料の有無を
確認した

- -

調査項目 計画書
業務目的及び条件に合致した
調査項目（手段）である

○ ✔

調査数量 計画書
業務目的及び条件に合致した
調査数量である

○ ✔

作業工程 計画書
作業工程は妥当であり、全体工期を
考慮した工程計画となっている

○ ✔

業務実施体制 計画書
計画書に業務実施体制・連絡体制が
記載されている

○ ✔

照査計画 計画書
成果品の品質確保のための照査が
適切に計画されている

○ ✔

発注者への
確認

打合せ記録簿 業務計画に対して発注者の承諾を得た ○ ✔

現地状況確認 現地写真ほか
地形・地質を確認し、機材搬入・仮設方法に
ついて事前検討をしている。

○ ✔

現地踏査整理 図面等 現地踏査結果を図面等に整理できている － －

地質調査業務チェックリスト

事
前
確
認

業
務
計
画

現
地
踏
査

基本計画

留意事項

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

仮設・運搬方法は
適切か。

業務計画書
計画どおりで問題なし。芝地への配慮がされ
ている。

〇 ✔

仮設ルート 仮設計画図 計画どおりで問題なし 〇 ✔

掘進長は適切か。 柱状図・コア写
真

軟岩（N値＝50以上）の支持地盤を連続5m確認
している。 〇 ✔

掘止め協議は適切
か 現場写真

協議済で現地の検尺立会を受けている。
〇 ✔

試料採取及びコア
採取は適切か。 コア写真・箱

採取したコアは、コア箱に整理してある。
〇 ✔

試験方法・試験器
具は適切か 現場写真

適切である。
JIS・A・1219に準拠した方法、器具を使用して
いる。

〇 ✔
試験深度は適切か

柱状図
基本的に1ｍ毎に実施している。

〇 ✔

孔内横方向載荷
試験

データシート・
柱状図

試験深度・方法は適切か。 － －

現場透水試験
データシート・
柱状図

試験深度・方法は適切か。 － －

乱れの少ない試
料採取

対象地層・サン
プラー

適切なサンプラーが使用されているか。 〇 －

試験項目
データシート、
試験一覧記録

試験項目は適切。 〇 ✔

試験数量
データシート、
試験一覧記録

試験数量は適切。 〇 ✔
調査時の安全対
策

現場写真、ＫＹ
活動記録。

十分な安全対策が取られている。 ○ ✔

現場の跡片付け 現場写真 埋戻し、周辺の跡片付けされている。 〇 ✔

地質状況から、
協議の上、中

止。

安
全
対
策

搬
入
仮
設

機
械
ボ
ー

リ
ン
グ

標
準
貫
入
試
験

そ
の
他
試
験

土
質
試
験

留意事項

地質調査業務チェックリスト 調査j結果整理

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

得られたデータの
分析と考察

中間報告資料
地質分布解説、Ｎ値分析、土質試験結果等
の分析、考察が記載されている。

〇 ✔

地層及び土性の
判定

中間報告資料
盛土、堆積土、岩盤等、適切に区分されてい
る。

○ ✔

調査位置図の作
成

中間報告資料 問題なし。 ○ ✔

地質断面図の作
成

中間報告資料 周辺地形も考量、反映して作成されている ○ ✔

既往の調査デー
タの活用

中間報告資料
－（既往調査資料はないが、古地図・航空写
真を参考に地史を整理している）

－ ✔

地盤定数の設定 中間報告資料 地盤定数は設定根拠と併せてしめしてある ○ ✔

設計施工上の留
意点

中間報告資料 後続調査計画も含めて記載されている ○ ✔

現場記録写真 中間報告資料 解りやすく整理してある。 〇 ✔

結
果
の
整
理
・
と
り
ま
と
め

留意事項

既往資料特にな
し。

地質調査業務チェックリスト データ整理・とりまとめ

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

目次 報告書原稿 報告書の記載事項は適切である ○ ✔

業務概要 報告書原稿 業務概要に誤記は無い ○ ✔

実施数量 報告書原稿 実施数量に誤記は無い ○ ✔

解析方法・条件 報告書原稿
解析方法や条件について、具体的かつ
簡略に記述されている

○ ✔

引用文献・図表 報告書原稿 正しく記載されている。 ○ ✔
地層ごとの設計定
数の設定

報告書原稿
Ｎ値を整理し、土層ごとに設計定数が設定さ
れている。

○ ✔

後続へ申送り 報告書原稿
後続調査について申送り事項が記載されてい
る。

○ ✔

巻末資料の整理 報告書原稿
巻末資料は中表紙を付けて分かり易く整理さ
れている。

○ ✔

打合せ記録簿 打合せ記録簿
業務の流れに沿って打合せ協議記録簿等が
整理されている

○ ✔

成果品作成 報告書
成果品作成方法・部数等は客先の
意向・指示に適している

○ ✔

留意事項

地質調査業務チェックリスト 報告書作成

報
 
告
 
書

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野
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